
基礎から高度な内容までカリキュラムが体系的
に配置され、社会学の多様な部門を学べるよう
に配慮されています。豊富なカリキュラムを通し
て、社会の仕組みを満遍なく学べるうえに、学
生は各自の関心を自由に追究しながら、自分独
自の勉強を進めていくことができます。

文学部

社 会 学 科 社 会 学 専 攻
家族から国際社会まで、複雑な現代社会の仕組みを読み解く

　学科の特色

基礎から応用まで
体系的に無理なく学べます

1年次から4年次まで少人数の演習形式の授業を
履修し、友人や先生と親密な関係を築くことができ
ます。２年次後期から４年次まで所属する専門のゼ
ミでは、友人との討論や共同作業、先生の丁寧な
指導により、２年次は文献の輪読、３年次は社会調
査の実施、４年次は卒業論文の作成を行います。

少人数教育を通じて、
懇切丁寧に指導します

グループ・ディスカッションなどのアクティブ・ラー
ニングの手法に基づく科目やコンピューター・ス
キルを習得する科目、社会の実態を学修する
フィールドワークの科目が多数開講されていま
す。これらの科目によって、能動的に自らの学び
をデザインできます。

アクティブ・ラーニングで
成長できます

専門教育科目

科目名 学年
1 2 3 4

社会学概論A／B ■

社会学基礎演習　❶ ■

社会調査A／B ■

情報処理実習 ■

社会学の歴史 ■

社会学の理論 ■

統計学基礎演習A ■

社会学専門演習Ⅰ ａ／b ■

社会学専門演習Ⅱ ■

社会学専門演習Ⅲ ■

都市社会学　❷ ■ ■ ■

地域と村落の社会学 ■ ■ ■

ナショナリズム論 ■ ■ ■

産業と変動の社会学 ■ ■ ■

雇用と労働の社会学　 ■ ■ ■

開発社会学 ■ ■ ■

マス・コミュニケーション概論 ■ ■ ■

現代メディア論 ■ ■ ■

デジタル社会論 ■ ■ ■

文化社会学 ■ ■ ■

現代文化論 ■ ■ ■

社会階層論 ■ ■ ■

市民社会論 ■ ■ ■

コミュニティ・ネットワーキング論 ■ ■ ■

ソーシャル・イノベーション論 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

異文化コミュニケーション論　❸ ■ ■ ■

国際社会論 ■ ■ ■

多文化社会論 ■ ■ ■

家族社会学 ■ ■ ■

現代家族論 ■ ■ ■

ジェンダー・セクシュアリティ論 ■ ■ ■

社会参加実習 ■ ■

外書講読演習 ■ ■ ■ ■

統計学基礎演習Ｂ ■ ■ ■

質的調査法演習 ■ ■ ■

社会調査実習 ■ ■

社会統計学演習 ■ ■

卒業論文 ■

政治社会論 ■ ■ ■

宗教文化論 ■ ■ ■

社会運動論 ■ ■ ■

正義論 ■ ■ ■

グローバリゼーション論 ■ ■ ■

リスク社会論 ■ ■ ■

犯罪と逸脱の社会学 ■ ■ ■

福祉社会学 ■ ■ ■

歴史社会学 ■ ■ ■

災害社会学 ■ ■ ■

環境社会学 ■ ■ ■

教育社会学 ■ ■ ■

総計：300人
2018年5月1日時点

女子：175人
（58%）

男子：125人
（42%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：76単位
全学共通科目：30単位
広  域  選  択：18単位

■ 必修：32単位
■ 選択必修：10単位
■ 選択：34単位

卒業に必要な単位124単位

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 人間と社会を把握する力
■ 社会の実態を調査する力
■ 問題を発見し、解決する力

4年間で身につく力

社会学の基礎となる科目について幅広く学び、コンピューター・スキルや
社会調査の方法も身につける。

1
年次

専門演習において文献の読み方やまとめ方、発表の仕方について学び、
講義科目では幅広い専門領域から自由に選択できる。

2
年次

専門領域の調査や研究を深める。演習において、共同調査を実施して
報告書を作成したり、社会調査法の高度な内容も修得する。

3
年次

学びの集大成として、卒業論文に取り組む。演習担当教員のきめ細かな
指導のもとに自分の研究を進める。

4
年次

■ メディア化する観光体験―若者のＳＮＳ利用に着目して
■ ペットとファミリー・アイデンティティ
■ 防災意識の社会学的研究
■ 大学生のファッション意識―ジェンダーレスファッションに焦点をおいて
■ 日本の農業を救うのはだれか―農的暮らしのすすめ

卒論テーマ・研究課題例

都市社会学の基本的な概念や諸理論、都市社会学による
研究成果を学びます。これらを学習することによって、現代社
会における都市問題について理解を深めることが目的です。

❷都市社会学
グループディスカッションやプレゼンテーション、学術論文の読み
方、レポートの書き方などの技術を少人数クラスで学ぶことで、
社会学を学ぶ上で必要とされる基礎的な学習能力を養います。

❶ 社会学基礎演習

本専攻では、世論や社会事象などを捉える「調査の専門家」
に対して与えられる社会調査士の資格が取得できます。授業
では、インタビュー調査やアンケート調査の手法を学ぶとともに、
実際に調査を行ってデータを集め、「社会」のあり方を批判的
に考察します。こうした能力は、調査関連の職業のみならず、
企画・広報といった職種においても広く求められます。

▶ 学 科  T O P I C S
社会調査士

在 学 生 m e s s a g e

渥美 ひな子
社会学科社会学専攻 4年

実践女子学園高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri . Sat .
1 社会学史A マスコミュニケーション論A 産業心理学
2 キャリアを考えるⅠ 市民社会論
3 文化社会学A 統計学基礎演習A
4 社会心理学A 犯罪と逸脱の社会学 現代社会学理論研究 英語ⅡAa 社会学特論B
5
6

　幅広く学びたいと考えていたので、世の中で起こっているあら
ゆる現象を研究できる社会学を選びました。実際に学んでみると
本やニュース、そして常識を疑い、自分で見聞きすることで実証
するという社会学の研究スタイルに魅力を感じています。例えば

「地域社会学」の授業では、過疎地域の課題を調べるために
自然豊かな地域の集落を訪れるなど、一般的な旅行では行かな

いような場所に研究で出かけたりします。最初から外部の人間を
受け入れてはくれませんが、根気よく交流を重ねていくうちに信頼
関係が築かれ、そこに暮らす人々の心情を打ち明けてくれるよう
になるというのを身をもって知りました。皆さんの協力を得ながら、
地域社会の構造や人々の意識を浮き彫りにすることで、誰もが関
心を抱かない部分に光を当てられるのがおもしろいところです。

農村集落を訪ね、過疎地域の課題を調べています

2年次前期の時間割

金融、運輸・旅行、サービス業をはじめ、調査会社やシンクタ
ンクなど就職先は多様です。

卒業後の進路

河北新報社／三菱食品／青山商事／福島銀行／タウンニュース社／一般
財団法人休暇村協会／テレビ朝日ミュージック／パソナグループ／明治
神宮外苑／福島県庁

主な就職先 ※2018年3月卒業生実績

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

科目名 学年
1 2 3 4

医療社会学 ■ ■ ■

平和学 ■ ■ ■

排除と包摂の社会学 ■ ■ ■

社会学特論Ⅰ ■ ■ ■

社会学特論Ⅱ ■ ■ ■

現代社会学理論研究 ■ ■ ■

産業・組織心理学 ■ ■ ■

司法・犯罪心理学 ■ ■ ■

環境心理学 ■ ■ ■

スポーツ心理学 ■ ■ ■

老年心理学 ■ ■ ■

青年心理学 ■ ■ ■

児童心理学 ■ ■ ■

発達臨床心理学 ■ ■ ■

宗教人類学特講 ■ ■ ■

社会保障論 ■ ■ ■ ■

老人福祉論 ■ ■ ■ ■

児童福祉論 ■ ■ ■ ■

地域福祉論 ■ ■ ■ ■

民法 ■ ■ ■ ■

労働法 ■ ■ ■ ■

行政法 ■ ■ ■ ■

経済原論 ■ ■ ■ ■

社会政策a／b ■ ■ ■ ■

異文化は身近なものです。学生同士が自身の異文化体験に
ついて語り合うグループワークを実施。さらにゲストから体験談
を聞くことで、身近な異文化を発見し、考察する力を高めます。

❸異文化コミュニケーション論

教 員 m e s s a g e

　日本には先住民族であるアイヌのほか、在日外国人といったマイ
ノリティ（少数派）が大勢暮らしています。私はそういった人たちに
対して、一般の日本人がどのような眼差しを向けているかについて
の研究をしています。在日外国人の方々に対する意識については、
他大学の研究者と共同で4千人規模の世論調査を4年に一度行っ
ており、その時系列的な変化をまとめてきました。そこから見えてき
たのは、中国および韓国の人に対する意識の悪化という問題です。
背景には、近年の日韓および日中間の領土および歴史認識をめぐ
る政治的対立が存在すると考えられます。一方、どのような人が否

マイノリティに対するまなざしは、どう変化しているか

定的な意識を持つかを調べてみると、日々の暮らしの中で疎外感を
感じている人ほど、他者に向ける目も厳しい傾向があることもわかっ
てきました。つまり、社会に参加できていないと感じている人ほどマ
イノリティを含む他者に対する寛容性が低いということになります。
そう考えると、政策として求められているのは、マイノリティの人々だ
けにとどまらず、すべての人が社会参加できるような枠組みを作るこ
となのではないかと考えています。次回の世論調査は2021年に予
定しています。オリンピックでさまざまな国の人と接する機会を経て、
もしかすると調査結果にも何か変化が現れるかもしれません。

濱田 国佑
専門：地域社会学

濱田先生の研究
実績はこちらから
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